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  〔 OAP要旨〕　　　　ICU入室患者における足浴が睡眠に及ぼす影響
難　波　志穂子1,3)　　下　山　一　郎2)　　木　口　　　隆3)　　氏　家　良　人4)
（2012年 1月20日受付，2012年11月 8日受理）
　【目的】集中治療室（ICU）に入室する患者は，病態あるいは治療の侵襲により強いストレスに
暴露され睡眠障害に陥る可能性が高い。患者に快適をもたらす医療として，看護師は足浴を施行し
てきた。そこで，ICU入室患者に行う足浴が睡眠に対しどのような影響を及ぼしているかを検証し
た。併せて，ICU入室患者の睡眠の特徴について検討した。
　【方法】ICUに入室した患者 6名を対象としてクロスオーバー比較試験を行った。コントロール
日と足浴日どちらも簡易睡眠ポリグラフ記録器を装着し，睡眠時脳波を測定した。そして，客観的
評価として睡眠時脳波から総睡眠時間，睡眠効率，Rapid eye movement （REM），Stage 1，Stage 2，
Stage 3＋4，覚醒回数，酸素飽和度を測定した。また，主観的評価として，よく眠れた日を調査し
た。
　【結果】総睡眠時間，睡眠効率，REM，Stage 1，Stage 2，Stage 3＋4をコントロール日と足浴
日において，分散分析を実施し比較した結果，睡眠時間間には有意差が認められたが，コントロー
ル群と足浴群において有意差は認められなかった。コントロール日も足浴日ともに他の睡眠ステー
ジに比べてStage 3＋4が著しく少なかった。主観的評価では，主観的評価が可能な 4名全員にお
いて足浴日がコントロール日よりもよく眠れたと回答した。
　【考察】被験者の足浴に対する客観的評価と主観的評価は必ずしも一致するものではない可能性
が示唆された。睡眠ステージでStage 3＋4が著しく少なかったことより ICU入室患者の睡眠が良
好だとは言えない傾向が明らかとなった。
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